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　第6回目となる「三ッ城古墳  光の宴」が、三ツ城自治協議会・
光の宴実行委員会の主催で開催されました。
　今年はコロナウイルス感染症の影響で、ステージがなく灯火や物
販等の規模も縮小しての開催となったほか、受付では検温・手指の
消毒等も行うなど、新型コロナ感染対策にも力を入れました。規模
を縮小しての開催ではありましたが、例年とは違って古墳に登るこ
とができ、古墳を取り巻く約3,000本のキャンドルの灯りを上から
眺めることができました。
　また、中央中学校の書道部と造形部、地域の書道教室の生徒の協
力により、書や絵画などを用いた行灯も並び、灯りの揺らめきも合
わせて幻想的な雰囲気を漂わせていました。
　全体的にいつもより明かりや人が少なく、かえって月の光、木々
の影、虫の声がより際立ち、落ち着いた雰囲気となっていました。
その中をバルーンアートやシールラリーを楽しむ子どもたちの歓声
が響いていました。
　

 「光の宴」縮小規模で開催
10月 3日（土）三ツ城近隣公園にて
　　　　　　  

古墳のある丘陵は、月光とキャンドルの灯りの見事な共演に。
カメラを構える参加者の姿も多くみかけられました。
　来賓としてお越しの髙垣市長からは、「古墳をこのようにライトアッ
プして、皆さんで夜のひと時を過ごすというイベントはどこにもなく、
三ツ城地区の宝だと思います。今年はコロナ禍で子どもたちや地域の
皆さんのステージがないのは大変残念ですが、今後もこの地域の絆を
結ぶ宝としても、このイベントを育てていかれることを期待します。」
とのコメントをいただきました。
　コロナ禍であまり大々的な周知をしていませんでしたが、それでも
約３,０00人もの来場者があり、この行事に対する地域や周辺の方々
の期待を感じることができました。
　運営に当たった地域の皆さん、大学生の皆さん、ありがとうござい
ました。また、来年もよろしくお願いします。

　今この地区では、２つ目の住宅団地 (仮称：ブール
バールコートII)の工事が進行中です。 この地区の住
民 高松さんのお話によると、来春には 60数軒の家
が完成するとのことです。三ツ城自治協議会西条中
央の区域に、また新しく住民が増えることになります。
子どもたちも増えることでしょう。  
　あわせて、10月 18日には、宮本区の近くの神社
(氏神社 ) でコロナ禍に対する三密対策を講じながら
朝 9時 15分から神事、9時45分からは2台の神輿
が地区を巡回しました。
　今年は 6月に、㈱ まるたか建設さんの寄贈により
鳥居が更新されました。 木々の緑に鮮やかな朱色の鳥
居が映え、新しい神社の風景となっています。

宮本区に新住宅団地誕生

神社の鳥居が新しくなりました！

いずれも時間は
18 時～ 20 時
雨天時も実施

西条中央 冬の夜景スポット

（西条中央フォトクラブ撮影）
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　新型コロナ感染拡大防止のため、1月に
開催を予定していた「とんどまつり」は、
中止となりました。
　このほか、2月予定の「サタデー三ツ城ふ
れあいDAY」、3月予定の「ふれあい・いき
いき地域サロン」（福祉部会）は、検討中です。
楽しみとしていた行事がなくなり、たいへん
残念ではありますが、ご理解、ご了承お願い
いたします。

令和 3 年１月～３月の地域行事について

●咳エチケット（マスクなどで）　●手洗い・うがい
●十分な睡眠をとる　　　●バランスの良い食事
●適度な湿度を保つ　　　●不要不急の外出を避ける

～「３密」に気をつけて～
新型コロナウイルス感染症対策

ライトアップ間近の公園風景

2020.10.３　光の宴

今年度も下記の通り古墳のライトアップを行います。
夜の三ッ城古墳をお楽しみください。
　・11月 28日（土曜日）
　・12月 24日（木曜日）　
　・12月 26日（土曜日）

＊終了



　地域の皆様には，平素より本校教育活動にご支援・ご協力をいただき、誠にあり
がとうございます。
　本年度は，４月 :１年生１１６名を加えた７７９名２８学級でスタートして間も
なく臨時休校に。６月：新しい生活様式のもと、日々模索しながら教育活動再開。
8月：夏休みの大幅短縮。当たり前のように行ってきたことが次々と中止、変更と
なり、誰も経験したことのない日々が続いています。様々な考え方が飛び交うなか、
子供にとっても大人にとっても、これまでと違った令和２年度となっています。
　さて，世の中が大きく変わるなか、「変わらないもの」を大切にしたいという意
味で、私の心に残る言葉を紹介します。
   「こころ」は誰にも見えないけれど
   「こころづかい」は見える。
   「思い」は見えないけれど
   「思いやり」は誰にでも見える。
   その気持ちをカタチにしよう。

　私は子供達へのメッセージとして、「誰にでも笑顔でありがとうと言える
子供になってほしい」ということを事あるごとに話しています。感謝あふれ
る三ツ城小学校にしたいということが私の「思い」です。子供達には「あり
がとう」という言葉を口に出して言うことで，見えない「感謝の心」を見え
る「感謝の言葉」に置き換えて表現してほしいと思っています。
　子供達は，日々「ありがとう」だけでなく「おはよう」「こんにちは」「さ
ようなら」「いただきます」「お願いします」など様々な言葉を使って人間関
係を築いていきます。地域の皆様の温かい「こころ」に対して、「ありがとう」
という見える言葉で返していける三ツ城っ子に、よりよく生きようとする三
ツ城っ子を育てていくよう日々取り組んでまいります。
　社会情勢から急な変更や協力をお願いすることもあるかと思いますが，引
き続きご支援・ご協力の程，どうぞよろしくお願い致します。

東広島市立三ツ城小学校
校長　向井 秀則

長寿祝して記念品贈呈
　新型コロナの影響により、今年は恒例の敬老会は開催
せず、対象者の皆さまに、長寿お祝いの記念品セットを
民生委員より各ご家庭にお届けさせていただきました。
　記念品は、西条中央地区内の 77歳以上の方１４５人
に贈られ、うち、今年 77歳を迎えた方は 13名でした。
　これからもますますお元気で、
地域の若い世代にいろいろ
ご指導いただきますよう
お願いします。贈呈された記念品のてぬぐいセットなどと、お手紙

敬老

西条本町歴史広場

酒泉館

三ツ城近隣公園で集合

おつかれさまでした！

東広島市立三ツ城小学校
向井 秀則 校長

（令和２年４月就任）　


